
日 時 ： ２０２２年 ９月 １６日（金） １３：３０～

会 場 ：
＜東京都中央区八丁堀２－１４－４ ヤブ原ビル６階

日本食糧新聞社 内 １階はマルエツプチ＞

参加費 ：
一般受講ご希望者 １６，５００円 （税込）

【食品ニューテクノロジー研究会 会員企業は無料になります】

【講演１】 １３：４０～ １４：５０

【講演２】 １５：００～ １６：１０

【座長まとめ】 １６：１０～ １６：３０

日本食糧新聞社 （食品ニューテクノロジー研究会）
〒１０４－００３２ 東京都中央区八丁堀２－１４－４ ヤブ原ビル７階

TEL０３－３５３７－１３１０ FAX０３－３５３７－１０７１

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 専務理事 久保直紀氏

東北大学大学院環境科学研究科 教授 吉岡敏明氏

座 長 ： 雪印メグミルク㈱ 常務執行役員 研究開発担当 川﨑功博氏

資源循環戦略を支えるケミカルリサイクルと
バイオプラスチックの新技術展望

プラスチックリサイクルに関する現状の課題と展望

食品業界にとって容器包装や製品などのプラスチックは、無くてはならないものであり、製
造・流通を経て消費、廃棄に至るまで、それぞれの過程で重要な役割を担っている。これ
までの技術の進歩により、プラスチックの機能は様々に進化しており、これにより食品が
消費者の手に届くまでに、中身製品の品質を高度に維持する等の働きをしている。また、
プラスチックが自由に成型できることから、食品の容器包装の使い勝手の良さをもたらす
ことができるのも優れた点である。
一方で海洋プラスチックの問題に象徴されるように、プラスチックは自然環境下で分解さ
れにくく、持続可能な循環型社会を実現するためには、プラチックのリサイクルについて取
り組まなければならない。今回の食品ニューテクノロジー研究会では、食品業界において
も今後重要な課題であるプラスチックリサイクルについて、この問題に詳しいお二人の先
生をお招きし、現状の課題と今後の展望について講演頂く。
皆様のご参加お待ちしております。

http://www.che.tohoku.ac.jp/~env/staff.html

https://www.jcpra.or.jp/

■Ｗｅｂセミナーも実施します。 ZOOM使用



ＦＡＸで ０３－３５３７－１０７１までお申し込み下さい。

最 寄 駅
JR 東京駅 八重洲中央口 徒歩12 分
JR 京葉線 八丁堀駅 A3 出口 徒歩7 分
東京メトロ日比谷線 八丁堀駅A5 出口 徒歩2 分

次回案内

２０２２年 １０月 調整中 日（ ）１３：３０～ 食情報館
座長 ： 東京大学大学院 農学生命科学研究科 特任教授 阿部啓子 氏
講師 ：

会 社 名

住 所
〒

TEL

〇印 部署／お役職 お名前 Ｅ-ｍａｉｌ or FAX

来場 /
Ｗｅｂ

来場 /
Ｗｅｂ

来場 /
Ｗｅｂ

◇ 申込後、請求書を発行いたします。
◇ メールにてご連絡いたします。

■Ｗｅｂセミナーも実施します。 ZOOM使用

■ＺＯＯＭ使用のWebセミナーも実施しますが、講師陣はご参加者との歓談を希望し
ておりますので、来場受講をご検討ください。感染防止対策しております。


